
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施概要】 

【1】単元のテーマ・目標： 

将来、日本に限らず世界で活躍する技術者となるために、海外の状況やそこで働く日本人の存在および考

えに触れることは、とても大切なことである。今回は、そういった内容に触れることで、理解を深め、新た

な価値観を獲得し、進路選択へと発展させる素地を身につけさせる。 

【2】 

 単元の 

評価規準 

(ア) 関心・意欲・態度 
発展途上国の現状やそこで働く日本人の様子、将来の世界を意識

した進路選択の方法について、積極的な学ぶ姿勢がある。 

(イ) 思考・判断・表現 
それぞれの諸課題について、自己の考えをまとめ、それを他人に 

伝え、また他人の考えについて理解しようと努めている。 

(ウ) 知識・理解 
発展途上国の現状やそこで働く日本人の様子、将来の世界を意識 

した進路選択の方法について、理解できている。 

【3】 

単元設定の理由 

(児童/生徒観、
教材観、指導観) 

卒業後の進路は就職が大半を占める工業系の高等学校において、グローバル化が今後の

自分にとのように関わってくるのか予めイメージしておくことは大切である。特に、東南

アジアをはじめとする世界各国に進出している日本企業、また外国から出稼ぎに来る外国

人労働者の存在についての理解は不可欠である。単元の指導をとおして、異なるものの考

え方、文化等についての理解、多様な価値観を受け入れていける柔軟な思考力、判断力な

どの力を身につけることの大切さについて気づき、理解してもらえればと思い、この単元

を設定した。さらに、このような考え方を将来の進路選択にも役立ててほしいことから、

進路選択への結びつけも意識した。 

 指導対象は、電気電子科２年生１８名である。入学時からクラス替えはなく、仲間意識

は強い。身近な外国人はＡＬＴのみで、なかなかグローバル化と聞いても、実感が湧きづ

らいところがある。しかし、教員の指導に対して前向きに取り組むことができる素直な生

徒であるので、指導内容については理解できるものと考える。 

 

 

 

広く活躍する技術者となるために 
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【4】展開計画（全 ３ 時間）  

時 テーマ・ねらい 活動・内容 
使用教材 

 

1 発展途上国の現状について

学ぶ 

【副題：フィリピンってど

んなところ】 

事前に生徒に書いてもらっ

た「フィリピンってどんな

ところ」を踏まえて、実際

の様子はどうだったかを動

画や画像から伝える。 

 

はじめに、フィリピンに関するクイズを 
通して理解を深める。 

 
 
マニラの様子（良い部分）の紹介。日本と 
大差ない画像を複数見せる。 

 
 
 
街中の様子 
 
スーパーマーケットの様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
マニラにある実業系学校の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

画像、動画、プリント 



 

 

作業１として、これまでの画像でわかった 
ことを、プリントにまとめる。 
次に、マニラの様子（影の部分）の紹介。 
急な成長に伴う住民への影響を知る。 
 
格差の問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
インフラ整備の問題（電気） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
インフラ整備の問題（ゴミ） 
※この画像はパナイ島で撮影したもの 

 
 
 
作業２として、これまでの画像でわかった 
ことをプリントにまとめる。 
 
 
まとめとして、作業１と作業２の結果か 
ら、「フィリピンってどんなところ？」だ 
ったかを、プリントにまとめる。 
 

2 国際貢献活動を行う日本人

の存在に触れ、将来の産業

社会に貢献する技術者とし 

フィリピンで会った日本人を紹介し、どの 
ような活動をしているのか知る。 
 
なぜ外国で活動するに至ったのか、その 

画像、動画 



 

 

 
 

ての使命や責任を学ぶ 

【副題：フィリピンで活躍

する人たちとＳＤＧｓ】 

背景を知る。 
 
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）について 
の概要をおさらい 

 
 
活動する二人の日本人を取り上げ、それぞ 
れＳＤＧｓの何番を達成するための活動 
だと思うか、予想してみる。 

 
 
グループごとに予想した結果を模造紙に 
まとめて、発表する。 

 
 

 
 
 

 
３ 

本時 

企業のＳＤＧｓへの取り組

みから進路選択を考える 

【副題：ＳＤＧｓとわたし

の進路】 

企業のＳＤＧｓへの取り組

みを知り、自分自身の進路

を決定する際の一つの決定

材料となることを学ぶ。 

仮想進路説明会を実施し、企業のＳＤＧｓ 
達成のための取り組みから、自分自身が 
働きたい１社を決めさせる。 
 

プリント 



 

 

【5】本時の展開 

過程・時間 学習活動 指導上の留意点（支援） 資料（教材） 

導入 

(３分) 

 

 

 

 

展開 

(42 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の取り組みについて 

(３分) 

 

「ＳＤＧｓ的 進路説明会」 

 ４社が重点的に取り組んでい

るＳＤＧｓを紹介し、それを聞

いた上で、入社したい１社を決

めさせる。 （３分✕４社＝１２

分） 

 

入りたい１社を決める。（５分） 

 

 

 

 

それぞれの希望する会社ごとに

分かれて、各自が入社を希望し

た理由について意見交換する。

（１５分） 

 

 

 

ギャラリーウォークを行い、他

の生徒が会社を希望した理由を

知る。（１０分） 

 

 

 

 

 

 

この時間は何をするのか認識させ

る。 

相手の考えに対してのコメントは、

マイナスな内容ではなく、前向きな

コメントのみを書くよう指示する。 

 

 

 

 

６人を１グループとし、１人を会

社の人役、あとの５人を就活生役

にして、１社３分で説明をする 

ｏｒ聞く。 

 

 

 

「〇〇だから〇〇社にする」とい

う旨の内容を配布した進路選択シ

ートに書かせる。 

 

 

お互いに発表したら、それを模造

紙に貼り付ける。情報交換するこ

とで、同じ会社を選ぶとしても、

その選ぶ理由には違いがあること

を知る。 

 

 

他の生徒の入社を決めた理由につ

いて見て回ることで、自分が持っ

ていない新たな視点の存在に気づ

かせる。 

マジックペンを持参し、共感した 

ところにコメントを書かせる。 

（イイねなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社紹介の原稿 

 

 

 

 

 

 

進路選択シート 

 

 

 

 

模造紙、のり 

 

 

 

 

 

 

マジックペン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

まとめ 

(５分) 

授業を終えての感想を記入 

（５分） 

 

感想プリントへの記入 感想記入プリント 

【授業実践の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ロールプレイをしているところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する企業別に分かれて、お互いの考えを         ギャラリーウォークを行い、「イイね」 

発表し、模造紙にまとめているところ               コメントを書き込んでいるところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     模造紙にコメントを書き込んだもの            進路選択シートはこのようにコメントが沢山 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業紹介資料１                  企業紹介資料２ 

 

 

進路選択シート                     感想プリント 

【6】本時の評価 

それぞれの企業の特徴をくみ取り、自分自身が入社したい理由を考えることができていた。４社を取り上

げ、それぞれ取り組んでいる内容を異なるものにしたこともあり、生徒の希望は分散した。普段ＳＤＧｓに

ついて触れる機会が少ないが、このような結びつけ方も良いと感じた。 

 

【7】単元を通した児童生徒の反応/変化 

※授業後のアンケートから 

・ＳＤＧｓに取り組んでいる会社とかそういうところに就職したい。今日このことを知れたので、 

少しでも貢献したいと思った。進路について良いことを知ることができた。 

・貧困を無くそうとするために、国に貢献するために動いている人たちが本当にカッコイイと思った。 

貧しさがなくなるような社会になってほしいと思うし、自分に出来る事は協力したいと思った。 

・一人ひとり、アイディアを出し、世界を変えたいと思った。海外で仕事するのも素晴らしく、興味が 

わいた。 

・ＳＤＧｓについて学べたことや他の人の考え方も知れてよかった。 



 

 

・ＳＤＧｓへの取り組み内容によって、職業を選べたり出来るのだなと思った。 

・ＳＤＧｓの取り組みを行っている会社がたくさんあると知った。自分も貢献できるようにしたい。 

・会社を選ぶときはＳＤＧｓに取り組んでいる会社を選びたい。 

 

【単元を通し変容した生徒の態度や学習意欲】 

※授業アンケートから 

・他の人たちからのはげましは、とても大切なものであった。このはげましをもとに頑張っていきたい 

と思った。 

・みんなの企業に対する気持ちがよくわかった。それぞれ違う理由が見れたので、今回の授業を忘れず 

に、自分の進路を決めていきたいと思った。 

・会社選びの大切さ、会社の目標など、様々な事を学ぶことができた。これを活かして職業選びを頑張 

りたい。 

・様々な話を聞き、進路選択に対する考え方が変わった。みんなそれぞれ自分の考えをしっかり書けて 

いたのでよかった。 

・進路選択シートでの理由ももっと詳しく書けばよかったなと思った。 

・会社にはいろいろな良いことがあるので、良いところを知って進路を決めていきたいと思った。 

・みんなの思っていることなどたくさん知る事ができた。いい経験になった。 

・人それぞれの理由があって、いろんなとらえ方があった。 

 

【途上国・異文化への意識の変容について】 

（授業前） 

※授業アンケートから 

・暑そう 

・日本と服装が違う、街が汚い（空気が汚い） 

・バナナ 

・料理が独特で美味しそう。動物が沢山いそう。 

・海がきれい 

 

（授業後） 

※授業後の感想から 

・人の意見を聞くのは大事だなと思った。他の国について考えることがあまりなかったので、他の国で 

どうゆうことが起きているのか知れて良かった。興味を持てた。 

・貧しいイメージがあったが、予想よりもはるかに進んでいたのでびっくりした。英語もペラペラに 

話せていたし、世界に出ていく準備はできているなと思った。 

・新しい技術などが全体に広がっていないため、場所によって差がある。 

・発展しているところはあるけれど、地域によって差があることがわかった。 

 

 

 



 

 

【8】自己評価 

苦労した点 

 

授業を３時間で行ったが、内容の精選、教科とのマッチング、生徒観等を加味し

ての計画、実践は想像以上に大変だった。ＳＤＧｓを取り上げて授業をおこなった

が、時間が足りず生徒の理解は浅いものになった。もう少し、事前にＳＤＧｓにつ

いて理解させられるような手立てを行っていれば、今回の授業においても、より理

解を深めることができたと思う。 

 

改善点 ・企業紹介の原稿に、ＳＤＧｓの取り組みを各企業３つ程度盛り込んだが、一つに 

して実施した方が良い。理解が不十分な状態での複数提示では、生徒の理解が深 

まらない。 

・企業紹介のプレゼンは、グループ別ではなくクラス全体から選抜した生徒に事前 

に練習させた上でやらせたほうがよい。今回は原稿を読むのに苦戦している生徒 

もいた。 

・今回は、生徒に「イイネ」のコメントを書かせたが、もう少し具体的なコメント 

を書かせるのも良い。 

 

成果が出た点 進路選択するうえでの一つの考え方を示すことができた。生徒も、ＳＤＧｓを意

識した進路選択を心がけたいといった旨の感想をもってくれたので、その点に関し

ては、実施して良かったと思う。 

備考（授業者による自

由記述） 

世界と生徒を結ぶにはどんな方法があるのかといったことについて、考えること

ができた貴重な時間であった。今回の活動で、進路から、企業の取り組みからの結

びつけ方を知ることができた。この授業内容についての改善はもちろん、これから

も他の方法を引き続き模索していきたい。違いを理解し、受け入れ、地球のために

共に切磋琢磨できる技術者となるために、私がこの環境、立場でできることを実践

していきたい。 

 

参考資料： 

（１）２０１７年度教師海外研修報告書 独立行政法人 国際協力機構 東北支部 

（２）開発教育実践ハンドブック［改訂版］ 特定非営利活動法人 開発教育協会 

（３）高等学校学習指導要領解説 工業編 文部科学省 

（４）未来につなげるＳＤＧｓとビジネス～日本における企業の取り組み現場から～ 

   一般財団法人グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン、 

   公益財団法人地球環境戦略研究機関 

（５）国際連合広報センターウェブページ 

 

 

 

 


